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泉南市における実証事業について
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関係者一覧

関係者 概要

・実施主体

・バイオ由来メタンガスを原料とする光オン・デマンド合成法の基礎科学
研究を担当

光オンデマンドケミカル株式会社

・神戸大学発スタートアップ企業。
・神戸大学からの特許独占ライセンスによる光ものづくりの事業化
・市原産の廃棄物から得たメタンガスを化学品に変換する役割を担う

・メタン発酵システムを備えた小型プラントの開発技術を保有する和歌山
県所在の企業。
・本事業では保有プラントでの投入物のメタン発酵→バイオガスの供
給、液肥製造の役割を担う

・調整役、ファシリテーター

神戸、大阪、和歌山のフォーメーションで泉南市の社会課題解決に取組む
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第1期実証のコンセプト

地域独自の課題解決に向けた実証実験

悪臭
現在：回収業者にて回収し焼却処分

温室
効果ガス

メタン、Co2

高付加価値
医農薬原料やポリマー

ビーチに被害をもたらす“あおさ”の焼却で温室効果ガスの排出が課題

“あおさ”という廃棄物をアップサイクル＝カーボンネガティブへ！

メタン発酵過程で出る消化液を液肥として活用＝サーキュラーエコノミーの実現へ！

あおさ

メタンを光オン・デマンド合成法によりバイオ由来医薬品原薬等へ変換する
世界初の技術

× （光オンデマンドケミカル株式会社）神戸大学発スタートアップ

環境保全
サステナビリティ

下水処理場、ごみ処理場等
メタンが発生する施設

化学品化運搬メタン発酵・ガス発生運搬あおさの採集・洗浄
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泉南市第2期実証事業ビジネスモデル（想定）

野菜くず
（無償回収）

給食残渣
（無償回収）

あおさ

メタン発酵・メタンガス発生

メタンガス

化学品に変換

消化液（液肥）

双子川浄苑

市内サーキュラーエコノミー

調整役・ファシリテート

引き取り

実証フィールド提供

農業などへの活用

野菜加工事業者

給食事業者

1 あおさ以外の投入物の拡張

2 オンデマンド合成

3 量産

■ 第2期検証テーマ
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第2期実証スケジュール（予定）

2025年度
（行政年度）

2026年度
（行政年度）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

マイルストーン

投入物拡張

オンデマンド
合成

化学品量産

液肥使用

◎
オンデマンド合成・投入資源拡張評価

◎
量産評価

※ 行政手続きの進捗や、状況変化により変更となる可能性あり

第3期実証準備

量産評価を以って終了
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第4期実証（2028）第3期実証（2027）
第2期実証

（2026.1～2026.11）

中長期ビジョン

第1期実証（2025.7～12）

初期技術検証
（地域特有課題と技術の親和性）

• 地域特有課題である「あおさ」
を温室効果ガスを排出せずに
アップサイクル

• 投入物の種類拡張
└あおさ＋α（年間調達
可能な資源）

• オンデマンド合成

• ラボベースからスケールアップ

40ℓのメタン:100g/日
↓

100ℓのメタン:1kg/日

スケールアップ

• 年間を通しての安定したアウ
トプットの獲得

• 市内資源をもとにアウトプット
された化学品の評価及び市
内企業への実装

• 市内にプラントを設置しオンデ
マンドで化学品に変換

化学品メーカーによる評価 市内へのプラント実装

＠双子川浄苑
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END


